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特にSoiltHthとの関連において
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　1　緒　　　言

　水田の高度利用を図るため，飼料作物を導入

した作付改善については高橋1），木下2）らの詳

細な栽培学的研究で明らかにされて来た。本県

でも奥山3）らによって多くの検討がおこなわれ

ている。従って筆者らは別の観点から作付改善

を意図した。すなわち飼料作物の導入を図り機

械利用を主軸とし，川井4）の提唱せる深耕，直

播転換方式による作付改善である。これは省力

化をねらう水稲直播栽培による地力消耗を改善

するため，深耕と田畑転換を組み合せ地力保全

を図る点に特色をもつものである。

　水田作改善に関する土壌学的な研究は多く，

飼料作物を導入したものを上げると次のとおり

　　　　　　　　　5）　　6）である。すなわち上郷　城下　らによる物理性

の変化についての記述は良く知られている。

泉7）は耕転に関する栽培技術的研究で土魂の条

件による理化学性の変化を究明し，飼料作物跡

地の耕転法についても言及している。西村8）久

保田9）らは残根やイタリヤン：ライグラスの障害

に対する改善策を明らかにしている。

　筆者らが検討している水田の耕転と土襲の物

理的性質に注意がむけられたのは近年のことで

ある。山沢10は代かきにおける土魂の崩壊の基

礎的研究をおこない。泉7）は前述せる如く砕土

された土魂がもたらす土壌の性質を詳細に論じ

ている。s　o　i　l　t　i　H　hと云う概念がBa　ver

によって紹介されると米田12木下1鋤らによって

引用され，土壌の構造性と土壌のConsis　tency

の両面より綜合的にs　o　H　t　i　l　t　hを判定すべ

きであると解説さFれた。そして前者は作物生育

の培地として意義をもち後者は耕転の難易を規

定する土壌の物理的性質であるとした。最近機

械利用が大型化するにつれ，耕転は軟弱地盤で

の作業の可否が重要となり現場の土壌物理性の

測定がおこなわれるようになった鯉一方soil

t　Hthの判定法の検討が農林省の綜合研究の一

濃としてとり上げられた8の従ってsoil　tilth

については判定の尺度としての統一された基準

は今後の問題である。ここで筆者らは作付改善

を実施した処理間においてs　o　i　l　t　l　l　t　hに

関係する土壌の物理的性質がどのように差異が

あるかを検討して今後の指針とする考えでこの

報文をとりまとめた。

　Ⅱ　供試土壌と作付改善試験の概要

　1　供試土壌
　塩谷郡高根沢町の平担な水田で，野元川の左
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岸の沖積地である。土壌は黒色土壌粘土火山腐

植型に属する二毛田であり，用排水は整備され

ている。一時灌概期の降雨により排水路の水位

が高く内部排水が悪くなることがある。

土壌の断面形態及び理化学的性質は第1図，

第1表のとおりである。供試土壌は後述の作付

改善を完了した3年目の跡地より1965年5月

採取し夫々の分析をおこなったものである。

一［

第1図　土壌の断面形態

　　C：L　7．5YR2／2　腐植に富む　斑鉄有　密度15　可塑性　粘着性中

16GL75YP2／2腐植に富む毒難密度22可塑性粘灘中
24
　　L　　10Y　R5／4　腐植を含む　糸状斑鉄富む　密度20可塑性　粘着性中

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～弱

績成析分壌土
表
成
－
組
第
的
　
械
　
機

層位

項目

＼
粗　砂

　％

細　砂

　％

シルト

　％

粘　土

　％

『
国
る

14．3

20．5

19．7

31．2

284

40．3

32．1

29．8

34．8

32．4

21．3

15．2

国際法によ

る土性名

　GL
　CL
　　：L

理科学的性質

項目 PH 最 大置換容量 置換性 置換性 全置換性 塩　基

層位 （H20）
容積重

容水量 m・e・

石　灰
m・e・

苦　土
m・e・
全基塩
m・e・
飽璽

1 6．4 676 107．1 32．6 17．6 3．1 21．4 66

2 6．3 81．4 113．2 34．7 18．9 3．3 23．3 67

3 25．1 い墨2 2．8 16．7 67

　　32．060．1911

1009中卯 ンモニア

化成率

吸収係数

P205

遊離酸化
銑，・乏

潤土乾土効

2、0　　206

1．3　　104

3．7

1．9

2039

2133

2247

1．64

1．92

0．96

2．作付改善試験の概要

1962年より1966年迄実施した作付改善試

験の概要は次のとおりである。
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1～2年目

水稲直播
裏

「　裏
作

↓

作　な　し

レ　ン　ゲ

イタリアンライグラス

C　O

3年目

→

水稲畑栽培

ラヂノクローノく一

とうもろこし・ライ麦

ひまわり・GO

4年目

一→

移植　水稲

による地力

判　定　試験

　各処理区に深耕，普通耕をおく，又深耕の

　　深さは24㎝とした。対照として移植水稲

　　と裏作飼料作物の区を設けた。

　皿　実験及び調査方法

　本報告では室内実験と現地圃場におけるトラ

クターの走行に関する調査によりsoH　t卜

l　t　h　と土壌の物理的性質の関連を検討した。

それぞれの項目の内容は次のとおりである。

　　　1．実容積法による一般物理性
　　（15）

　美園の考案の装置により実容積，全重量，3

相分布，真比重等の測定をおこなった。試料は

100ccの試料円筒により表層5～16㎝，お

よび16～24㎝の各層より採土したが作物根，

腐朽物や足あと等の圧密層はさけた。点数は3

～5点をとり平均値で表示した。

　　　2．水分垣数と飽和透水係数

　前述の試料の一部をとり，水分垣数はPFO

（最大容水量）はヒルガード法により，PF2．7

（水分当量）を遠心法により測定した。飽和透

水係数は変水位法により測定した。

　　　3．団粒分析および分散率

　現地の自然構造を壊さないよう持ち帰り，指

にて小さく未風乾土を細分し，4徽の飾をかる

くふるって通過したものを用いた。乾土109

相当を炉紙上にあけ12時間毛管吸水させて水

中飾別法により団粒分析をおこなった。分散率

は未風乾土1％懸濁液を20回反転振とうし，

0．02耽以下をビペシト法で採取した。一次粒

子は有機物をH202で分解して完全分散して粒

経分析と同じ筋別をおこなった。なお集合度及

び粒団化度は京大編農芸化学実験書P264の

表示法をとった。

　　　　4　トラクターの走行能に関する調査

　3ケ年の作付改善試験を実施した跡地で，35

馬力のトラクターで12吋のプラウ耕で24㎝

の深耕作業をおこなった時の調査である。走行

前に地耐力を測定する意味においてコーンペ

ネト・メーター（断面積6．4酵）によりコーン支

持力を各区10ケ所読みとった。尚処理区は表

層の被覆（刈取り跡）や耕起されている状況（

（畦立て）等により走行能として沈下につて比

較できないのでスリップ率を求め，実際のトラ

クターの走行との関係を検討した。

第2図　トラクター走行能調査状況

（レンゲ跡のスリッブしているところ）
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iv結果と考察
作付改善の試験の経過は次のとおりで3ケ年

生育状況や土壌管理には異状は認められなかっ

た。

　深耕の効果は飼料作物では顕著であるが，水

稲では1．2年目は増収とは結びつかなかったが

3年目に若干効果を認めた。

　水稲の直播は前作物の残根の障害性を軽減し

得たが散播で飼料作物をつくった跡では生育む

らが多くなった。従ってCO跡では砕土が良く

発芽生育とも順調であった。

対照にとった移植水稲では飼料作物の影響は

レンゲ跡では倒伏が多くイタリアンライグラス

跡では普通耕区ではN飢餓現象が観察された。

又転換した時には普通耕区ではとうもろこし

ひまわり等に湿害がみられた。

本報告では土壌の物理的性質とs・il　tilt　hと

の関連で検討するが，特に耕転に関係すると思

　　　　　　　　　　　13）われる諸性質について比較する。木下はso　i　l

t　i　l　t　hは養分の豊否，供給力の見地よりみた

肥沃度と対比できる物理的条件であると述べて

いる。従って判定基準は種々の性質を総合して

良否を決めるべきであると理解することガ妥当で魏

以下各項目毎に測定結果について述べると次

のとおりである0

　　1．　3相構造について

実容積法により測定した一般物理性は第2表

のとおりである。

第2表土壌の一般物理性

区　　　名 層
位

実容積

　V

全重量

　W

乾土重

　S

固相率

VS
水分率

V：L

気相率

VA
全孔隙

　P

真比重

　d

対
　
　
　
照

標　　　準
A 1 82．6 113．2 51．4 20．8 61．8 17．4 79．2 2．47
2 85．8 ll6．6 50．9 20．1 65．7 14．2 79．9 2．53

B
●
●
・
●1

83．9 ll96 57．9 22．2 61．7 16．1 77．8 2．61
●
・
’2

87．6 125．7 62．5 24．4 63．2 12．4 75．6 2．55

レンゲ跡
A 1 79．6 ll3．2 54．2 20．6 59．0 20．4 79．4 2．63
2 887 123．7 57．3 22．3 66．4 11．3 77．7 2．57

B 1 79．4 llO2 51．9 21．1 58．3 20．6 78．9 2．46
イタリアン

ライグラス跡

A 1 80．7 ll7．7 59．4 22．4 58．3 19．3 77．6 2．65
2 87．3 123．6 59．9 23．6 63．7 12．7 76．4 2．54

B 1 81．8 llO．2 47．6 19．2 62．6 18．2 808 2．48

転
換

水　稲　畑

栽　培　跡

A
●●．

。1 81．2 111．9 50．4 19．7 61．5 18．8 80．3 2．56

2 84．5 120．4 58．2 22．3 62．2 15．5 77．7 2．61

B
●
・
の1

80．7 114二8 55．7 21．6 59．1 19．3 78．4 2．58

2 84．7 123．3 62．3 237 6 15．3 76．3 2．63

洗ジノク・一
ノ㌔一申

　　　跡

A
。
・
の1

76ρ 109．3 54．8 21．4 54 24．1 78．6 2．56

2 86．4 120．1 56．5 22．8 63．6 13．6 77．2 2．48
B 1 74．7 109．6 57．1 22．2 52．5 25．3 77．8 2．57

とうもろ之し

ライ麦跡

A 1 68．3 95．0 45．0 18．3 50．Q 31．7 81．7 2．46
2 82．6 ll7．4 56．4 21．6 61．0 17．4 78．4 2．61

B 1 80．4 100．1 48．4 18．7 51．7 29．6 81．3 2．59

ひまわり

CO　跡

A 1 67．6 98．9 50．6 19．3 48．3 324 80．7 2．62
2 82．2 ll3．9 52．4 20．7 61．5 17．8 79．3 2．53

B 1 69．4 98．2 47．4 18．6 508 30．6 8L4 2．55

A一　・・深耕　　　B・・　一普通耕　　　※………10ケ所平均値
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　作土では実容積（〉）68～84％，全重量轍ま

95～1209の間に分布した。固相率（Vs）は

18～22％で各区の差は少ないが水分率（VL）

は転換した飼料作物跡で48～54％にてや玉

少ない傾向かみられた。従って転換して畑地に

することは気相率を高める方法でもある。一方

作土で深耕と普通耕を比較しても差は認められ

ないが下層鋤床部分の16～24㎝では明らか

な差が認められ全重量や固相率が深耕区て大き

かった。代かきや湛水を経過すると処理間の差

は一定の傾向はなく3相構造の相関がなくなる
　　　　　　　　　　1④
と推定される。従来美園らは圃場状態における
　　　　　　　　　　　　17）
3相構造を明らかにし，円原は耕作跡地の3相
　　　　　　　　　　　18）
構造にふれている。又出井は作土の構造と水稲

生育を論じ，水管理の如何によって構造が維持
　　　　　　　　　　　　　17）
できることを強調している。円原の考察による

と直播と移植跡の3相構造の比較すると前者は

畑状態の経過し，後者は代かきにより固相率を

増加するが，その時には粗孔隙を減じ水分増加

が極限に達すると，毛管孔隙のみになり3相系

より2相系（固相，液相）に変化するとした。

　既知データーと対比して分析値をみると分布

範囲は火山灰土の畑と水田の中間的な値をV，

Wは示していた。これは直播と転換をおこなっ

ておる処理によって，畑状態に近い3相構造を

とって来ているためと考えられる。移植では湛

水によって2相系になる経過を経て，s　o　i　i

t　i　h　hとしては悪い状態を経過していること
　　　　　　　　6）　　18〉
が推定された。城下，出井らは転換によって土

壌は還元田とした時にもE　hが高く土壌構造は

安定化するとしているが　作付改善した本試験

でも3相構造においてその傾向が認められる・

従って転換跡は3相構造が適切であり，soil

　t　l　l　t　hの面で有効な手段と考えられる。

　　　2．水分恒数と飽和透水係数

　分析結果の水分恒数は第3表のとおりで・飽

和透水係数は鋤床層についてのみおこなったか

第4表のとおりである。PFO　（最大容水量）

は第1層76～81％，第2層77～81で余

り差は認められなかった。PF2．7（水分当量）

は転換区の飼料作物跡で第1層33～40％，

第2層41～47％を示し1～6％低い傾向が
　　　　　　13〉
みられた。木下の解説によればPF値から孔隙

の量と質を推定することによりs　o　i　l　t　i　I　t　h

に関係あるとされている非毛管孔隙量を間接的

に知ることが可能だからと述べている。こNで

はPF2．7をその値とすると転換区の飼料作跡は

対照よりs　o　i　l　t　H　t　hの面で良い状態にあ

ると云える。対照の移植跡では董科が若干良く
　　　　　　　　　19）
なっている。一方竹中はPFの工学的検討をお

こない土の強度との関連をみている。そしてPF

3．0迄は比較的よい対応がみられると述べてい

るが火山灰土では高いPFに於て相関がないと

している。しかし末だこの点soil　t　ilth

と結びつけて考えることは無理がある。

　　　第3表　水分恒数　　　　　（容量％）

区　　名 層
位

最大容水

量PFO
水分当量

PF2．7

対
　
　
照

標　　準
A 1 79．3 39．1

2 78．7 47．6

B 1 81．3 41．7

2 79．6 51．3

レンゲ跡
A 1 798

37．5

2 77．3 46．9

B 1 76．2 38．8

イタリヤン
ライグラス

　　跡

A 1
807 41．6

2 79．7 49．7

B 1 81．2 43．3

転
　
　
換

水稲　畑

栽培跡

A 1
78．7 39．4

2 79．6 47．3

B 1 80．1 42．0

2 80．8 49も

ラジノ
クローバー

　　跡
丁　一　亨　一　一　　

とうもろこしA

ラィ麦跡

A 1 78．3 334

2 77．6 40．7

B

1
1
2

79．2

80．5

79．3

40．1
　＿7＿＿r　』　』－

39．3
卑丁　一ユー㎝一一

46．8

B 1 80．1 404
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第4表　鋤床層の飽和透水係数・k（20）

A……深耕 Bσ一9普通耕

　水田において機械利用を考える時に圃場の排

水の良否は無視できない。圃場における過剰水

の除去の良否を判定する意味において前述せる

ごとく鋤床層の飽和透水係数を求めた。

　　　　　　　　　　　　　　　　一3　転換せる深耕の各区は1．3～5．5×10　で

透水性が全般に良く，普通耕の各区は1．3～0．8

　　－4×10　で深耕より悪くなっている。対照の各

区は深耕と普通耕の差はレンゲ跡のみ深耕区が

高く他は余り差がなかった。同じ草種（董科，

禾本科）について転換と対照を対比すると前者

が透水性が良くなっていた。但し対照標準区は

飽和透水係数か大きいのは落水後亀裂が裏作物

の作付した区より多かったことによるとも考え

られる。以上の結果でも転換の各区が排水も良

好におこなわれるとみられた。しかし黒色土壌

は一般に他の同じ土性の土壌より通気透水性は

良好であると云われている。これは筆者の一人

が圧密と透水性の検討をした資料からでも明ら

　　　　30）かである。

　（3〉団粒分布と分散率

　分析結果は第5表のとおりである。

第5表団粒分布及び分散率

惨ξ耽1謙編㌔．弩瞬次誉
『 一一
2く朋 ％

次粒 集合度 粒団化
b C 度　d
5．7 14．0 16．3

6．6 19．3 22．3

1．3 11．7 14．4

3．8 11，〔 13．1

4．1 21．4 25．4

2．1 ll．2 13．6

（注）集合度とは0．2槻

　　以上の粒経で粒団
　　を形成していると
　　考えるもの（a－e）

　　＝C
　　粒団化度は一次粒

　　子に対する粒団の
　　割合全一d
　　　　b

　　粒　経　組　成

…～0姦匝塵1並・・2＞

訓麗慨引
18．7130．4129．3i
　　　替　　　恥…　一十

一
％ 0．02＞襯 ％

0．OO2＞ 　　1分散　i一次
　子　i粒子

分散率

22．4 12．6　　54．5 23．1

22β ・L7i5α8 20．6

216 124　i　509 244
1621
15．91

！7g　i

30・4i

3L6t
29．31

31．6　　21．8．

30．4　　22．1

31．1　　　21．7

（供試土襲…
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供試土壌の団粒分析法については耐水性，安定

性を考慮した時にはなお検討を要するが，前述

せる分析により粒経分布を調べたものである。

集合度はl　l～21％，粒団化度は13～25

％の範囲にある。董科跡は20％前後の集合度

を持ち高く，転換した水稲や禾本科飼料跡は13

％内外で低い。これをみると根の働きや砕土，

中耕等をおこなうことの差が団粒の生成にもあ

らわれていた。第3．4図でも明らかなように萱

科跡では作土下部に顕著な団粒形成かみられ，

禾本科跡では団塊構造のものや砕塊（畑）が多

いo

第3図　団粒構造佐）と団塊構造（右）

土壌の団粒構造の状態は前述のようにs　o　i　l

t　i　l　t　hの判定の重要な因子の1つである。し

かし本試験の経過では団粒については形成作用

と崩壊作用が交互に繰り返されている。そこで

団粒形成に働く内容として団粒を形成又は維持

する耕頼法と飼料作物の根の働きなどが考えら

れる。両者の働きをとる意見としては土壌物理

（レブート原著）2楼り引用するど多年生牧草の

団粒の耐水性は短期間で現われ，高い牧量の時

に発達し，さらに耕転との関係では塑性下限点

の含水比で耕転すると団粒か形成されることが

多い。”と強調している。BAVE戴穣プラウ耕の

　　　団粒化作用（破砕の意味を含む）は，

第4図　ラジノク・一メ」跡の作土下の団粒構造

s　o　l　l　t　i　l　t　hを維持する手段の1

つであるとも云っている。さらに尾諺2）

らは牧草跡の耕起法としては20㎝以

上のプラウ耕が耐水性団粒の崩壊が少

なく樫土の反転が有効であるとした。

　直播転換と移植の団粒分布を比較し

たが一定の傾向は認め難い。深耕の有

無な分析値なく不明であるが作物の相

違によって前述のように差か明らかで

ある。すなわち童科跡のみ顕著であり

他の処理区は団粒形成は少ないとみた。
　20）
寺沢は腐植質火山灰土壌の団粒造成作

用は極めて弱いとしており，萱科跡団

粒の形成は一時的な働きによるものと

筆者は推測した。安定な耐水性団粒で
な㌧、と考えると喜嗣述べるガム状物

質（有機物よりもたらされた）の接着

作用によるもので，その物質はP・l　y－

saccharide類であろうと考えた。

従って微生物の働きの多い条件ではこ

の有機物ま消失して団粒は崩壊してい

く。すなわち湛水や地温の上昇による
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条件をこの団粒に与え300Gに2～3週間

i　n　c　u　b　at　e　してみると粒子は泥状化してき

た。

　分散率とs　o　i　l　t　i　l　t　hを扱った報文は少

　　　鋤
なく米田が干拓地土壌について牧草栽培跡を分

析した。牧草栽培によって分散率は低下し，水

中沈底容積，懸濁状況等も小さい値をとること

を明らかにした・こxでは団粒分析の結果と反

比例して団粒化度の高いものか低く，畑状態で

耕転されたものが分散率か高いことが明らかと

なった。

　以上室内実験の結果を総合すると，直播転換

する作付改善においてはsoil　t　H　thの面

第6表　コーン支持力

でもいくつかの物理的性質の改良される点かみ

られた。しかし輪作体系の中ではつねに変化し

ていることも了解しなければならない。この点

を土壌管理や耕転で維持させ，又は破砕によっ

て生ず条件の活用を併せて究明する必要がある。

　　　4．　トラクターの走行能に関する調査

　1965年5月前述した試、験地でトラクターの

走行能を調査するため，コーン支持力とスリッ

プ率を測定した。走行能を比べる時に沈下とス

リップが一応の判定基準と考えられる。測定結

果は第6ρ7表のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　　　コーン断面積6．4㎝　晦／㎝

深　　さ

　　　㎝

対　　　　　　　照 転　　　　　　　　換

標　準 レンゲ跡
イタリアン
ライグラヌ跡

水稲畑
栽培跡

ラジノクロ

ーバー跡

とうもろこし

ライ麦跡
ひまわり

Co　跡

A B A B A B A B A B A B A B
0　～　　5

5　～　10

10　～　15

15　～　20

20　～　25

1．7

1．8

2．0

2．1

5．7

1．8

1．5

2．1

5．0

5．7

2．5

1．9

2．0

2．0

2．0

1．2

1．0

1．2

3．6

5．7

2．3

2．O

l．2

1．7

2．8

1．5

1．8

1．6

3．0

6．0

1．8

1．8

1．6

3．3

4．7

1．5

2．4

2．4

3．0

5．0

1．7

2．6

29

3．4

5．6

1．3

2．8

3．1

3．3

5．2

1．7

1．9

1．8

3．0

5．0

1．5

24

2．6

3．8

一

0．9

1．5

2．9

3．5

4．5

09

L7

28

3．8

『

A一　・探　耕 B…　　9普通耕

第7表　トラクターのスリシプ率

区 名

対
照

転

換

標　　　　　準

レ　ン　ゲ　跡

イタリヤンライグラヌ跡

水稲畑栽培跡

ラジノク・一ノし跡

とうもろこしライ麦跡

ひまわり，co跡

ス1ルプ率

14．9

35．9

11，6

12．1

35．7

14．9

21．0

（土壌i水分4g～57％）

　深耕をおこなったものについては，転換した

各区は0～15㎝では対照と同じような硬さの

傾向が多く，15～20㎝で転換したものが30

　　　晦／㎞え以上を示しやN硬い。普通耕の各区も

深耕の傾向とほぽ同じであった。一方同r処理

区で深耕と普通耕を比べると，前者の方が下層

迄軟くなっていた。このことでも地耐力が直播
転換によって増してい礁果が得られた．長碍8）

らは土壌の硬度相の分布と，大型トヲクターの

走行能について基準を作成した。おそらくホイ

　　　　　　　　　　　ル型では硬盤が3．0晦／απ以下は走行不能で
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　　　　　　　　　29
あると推定した。又松尾は中型トラクターの基

準を山中式硬度計で9襯以上を導入可能として

いる。筆者の使用トラクターでは試験区画か狭

小であり，さまざまな残根や耕転状況等のため，

車輪の沈下とコーン支持力との相関は求められ

なかった。しかしスリ）プ率は量科跡が大きく

34～36％，他は12～21％で若干の差が認め

られた。全般的に耕転は比較的容易であったが，

差を生じた原因として高い水分量を持った董科

刈跡のランナによるか，団粒構造の発達した作

土下部が軟弱なことに影響するものかは今後の

検討を要する問題である。

　又　s　o　i　l　t　H　t　hの判定法とし．てcon＿

s　i　st　enCyが機械的低抗を判定する要因であ

　　　　　12
ることは米田の解説するとおりである。すなわ

ち圧砕度，侵入度，団結度，連絡度，可塑性お

よび液性限界等を測定し総合的にs　o　Hを判定

すべきだと述べた。本報告では分析値はないが，

近年供試土壌と同じタイプの分析値が多くの報

文に示されている。その主なデーターより引用

すると次のとおりである・
　　25）
　国分らによればcon　s　i　s　t　ency指数と走

行性に関する詳細なデーターを作成した。塑性

指数は余り大きくはないと報告している・火山

灰土は指数測定に風乾処理すると値にふれが大

きくなることも指適している。

　　26）
　福士は圧砕強度と土塊の安定性等を詳細に検

討し，圧砕強度は小さく炭素含量と逆の相関が

あるとした。

　　2の
　秋山は粘着力を検討し，ア・フエンを主とす

る火山灰は含水量を減ずると粘着力は激減する

と述べた。

　以上の2．3の性質から黒色土壌の試料である

本試験ではcon　s　i　s　t　enc　yは耕転に対し乾

田的な条件下では障害は少ないと考えられる。

しかし高い水分を与えるとトラクターの走行は

軟弱地盤においては多くの解明されない問題を

残している。

　V　摘　　要
　1，黒色土壌を供試し，深耕直播転換方式に

よる作付改善を検討した。その跡地土壌の物理

的性質を調査してs　o　i　l　t　i　l　t　hとの関連で

従来の文献と対比して考察した。

　2．　3、相構造は転換した飼料作物跡で水分率

が低く，測定値は火山灰土の水田と畑の中間の

値を示した。

　3．水分恒数としてPFOでは処理区の差は

なく，PF2．7で転換した各区が低い。飼料作物

間では董科跡がやN低い。又飽和透水係数は転

換することにより透水性が増し，さらに深耕し

た時に転換の各区は増していたことを示した。

　4．団粒分布は董科作物の跡のみ顕著である

が一時的で耐水性に欠けている。従って水田に

還元すると崩壊する。耕起砕土の多い転換禾科

作物の作土は分散率が高い。

　5、中型トラクターの走行性を調査し，転換

するこによって土壌の硬度相を増すことがうか

がわれた。飼料作物跡では土層の特徴を異にす

るのでスリップ率が異っていた。
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水田作付改善跡地の土壌の物理的性質に関する研究

特にSoiltHthとの関連において

川田登・赤木博

Physical　properties　of　soils　after　crop　rotation

on　the　paddy　field

　　　　Measurement　of　soil　tilth、

　　　　N．Kawada　andH．Akagi

　1　緒　　　言

　水田の高度利用を図るため，飼料作物を導入

した作付改善については高橋1），木下2）らの詳

細な栽培学的研究で明らかにされて来た。本県

でも奥山3）らによって多くの検討がおこなわれ

ている。従って筆者らは別の観点から作付改善

を意図した。すなわち飼料作物の導入を図り機

械利用を主軸とし，川井4）の提唱せる深耕，直

播転換方式による作付改善である。これは省力

化をねらう水稲直播栽培による地力消耗を改善

するため，深耕と田畑転換を組み合せ地力保全

を図る点に特色をもつものである。

　水田作改善に関する土壌学的な研究は多く，

飼料作物を導入したものを上げると次のとおり

　　　　　　　　　5）　　6）

である。すなわち上郷　城下　らによる物理性

の変化についての記述は良く知られている。

泉7）は耕転に関する栽培技術的研究で土魂の条

件による理化学性の変化を究明し，飼料作物跡

地の耕転法についても言及している。西村8）久

保田9）らは残根やイタリヤン：ライグラスの障害

に対する改善策を明らかにしている。

　筆者らが検討している水田の耕転と土襲の物

理的性質に注意がむけられたのは近年のことで

ある。山沢10は代かきにおける土魂の崩壊の基

礎的研究をおこない。泉7）は前述せる如く砕土

された土魂がもたらす土壌の性質を詳細に論じ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　111

ている。s　o　i　l　t　i　H　hと云う概念がBa　ver

によって紹介されると米田12木下1鋤らによって

引用され，土壌の構造性と土壌のConsis　tency

の両面より綜合的にs　o　H　t　i　l　t　hを判定すべ

きであると解説さFれた。そして前者は作物生育

の培地として意義をもち後者は耕転の難易を規

定する土壌の物理的性質であるとした。最近機

械利用が大型化するにつれ，耕転は軟弱地盤で

の作業の可否が重要となり現場の土壌物理性の

測定がおこなわれるようになった鯉一方soil

t　Hthの判定法の検討が農林省の綜合研究の一

濃としてとり上げられた8の従ってsoil　tilth

については判定の尺度としての統一された基準

は今後の問題である。ここで筆者らは作付改善

を実施した処理間においてs　o　i　l　t　l　l　t　hに

関係する土壌の物理的性質がどのように差異が

あるかを検討して今後の指針とする考えでこの

報文をとりまとめた。

　H　供試土壌と作付改善試験の概要

　1　供試土壌

　塩谷郡高根沢町の平担な水田で，野元川の左
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